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農薬・食品添加物は有害か？
― 『化学物質』に対する意識調査 ―
馬　場　恒　子・マクヒュー　芙美
はじめに
高齢者と高齢者を支える人々（民生委員、ヘルパー、ボランティア）を対象にした出前講座（1）
を行ったとき、受講者から点検商法（2）の被害の話を聞いた。例えば、「水道局のほうから来ました。
水質検査をしましょう。」と水道局員であるかのように消費者を誤認させ、家に入り台所の水を試験
管に取り、持参した試薬を入れる。すると、水道水が変色する。「こんな水を飲んでいると健康に悪
い。」と言い高額な浄水器を売りつけるというものであった。そのとき被害者は、最近マスコミが危
険性を報じているカタカナの物質名を言われたので、健康に悪そうだと不安を感じ、購入したという。
このような話を何人かから聞いた。このような被害にあった人たちはカタカナで表されるものを飲
んだり、食べたりすると健康に悪く、それを取り除けるものであれば、少々高額であっても購入し、
悪質商法の被害者であるという意識もない。
私たちの周りには、カタカナで表現され、聞き慣れない難しそうな名前が氾濫している。マスコ
ミでも、ダイオキシン、トリハロメタン、メタミドホス、ポリフェノールなどカタカナ名をしばし
ば取り上げている。カタカナ名の物質やそれを含んだものを口にしたり、手に触れたりすることは
非常に不安である。
先に挙げた点検商法の被害もカタカナ名が出てきたことによって騙されたのではないかとも考え
られる。なぜこのような消費者被害が発生するのか？その原因を探るためにまずカタカナ名の物質
に対してどのようなイメージを持っているのを探る必要があると考えた。そこで、カタカナ名の物
質の総称として『化学物質』という言葉を用いてそのイメージについて調べることにした。
方　法
調査はすべてアンケート形式で行った。まず、一般的な生活者として、神戸松蔭女子学院大学で
2004 年秋に行われた土曜講座と、2007 年と 2008 年 8 月の夏季公開講座の受講者にアンケート用紙
を配布し、336 枚を回収した。次に、消費生活全般の知識をもつ消費生活アドバイザー（3）にも
2009 年 2 月の例会においてアンケート用紙を配布し、その場で 38 枚を回収した。また、大学入学
までに物理、化学を十分学習し、典型的理系学問を学んでいる大阪大学薬学部 3年生にも 2009 年
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12 月、授業時にアンケート用紙を配布し、64 枚を回収した（表 1）。アンケート回答者の性別、年
齢構成は表 2に示した。
表 1　グループ別回答者の性別
回収時期 男性 女性 無回答 合計
公開講座受講者 2004 年 10-11 月 59 67 8 134
2007 年 8 月 63 80 5 148
2008 年 8 月 20 32 2 54
消費生活アドバイザーネットワーク会員 2009 年 2 月 3 35 0 38
大阪大学薬学部 3年生　 2009 年 12 月 40 24 0 64
合計 185 238 15 438
表 2　グループ別年齢構成
30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 合計
公開講座受講者 （2004 年） 9 6 12 24 53 30 0 134
 （2007 年） 6 12 15 26 51 35 3 148
 （2008 年） 3 2 3 13 19 12 2 54
消費生活アドバイザー
ネットワーク会員
1 6 16 12 3 0 0 38
大阪大学薬学部 3年生 64 0 0 0 0 0 0 64
合計 83 26 46 75 126 77 5 438
アンケートを行った時期が異なるため、毎回質問項目が若干異なっているので、今回は以下の共
通した項目についてのみ検討した。
Ⅰ　「化学物質」という言葉から、思い浮かべるものがあれば 5つまで○を付けてください。
1.食品添加物　2.農薬　3.無農薬野菜　4.食肉　5.酒類　6.繊維（木綿）　7.繊維（ポリエス
テル）　8.洗剤　9.防虫剤　10.漂白剤　11.車の排気ガス　12.タバコの煙　13.工場廃水　
14.工場の煙突からの煙　15.灯油　16.炭　17.医師の処方する薬　18.すべての物質　19.その
他（　　　　　　）
Ⅱ「化学物質」という言葉から、思い浮かべないものがあれば 5つまで○を付けてください。
1.食品添加物　2.農薬　3.無農薬野菜　4.食肉　5.酒類　6.繊維（木綿）　7.繊維（ポリエス
テル）　8.洗剤　9.防虫剤　10.漂白剤　11.車の排気ガス　12.タバコの煙　13.工場廃水　
14.工場の煙突からの煙　15.灯油　16.炭　17.医師の処方する薬　18.すべての物質　19.その
他（　　　　　　）
Ⅲ　「化学物質」という言葉から受けるイメージはどのようなものですか？（○はいくつでも）
1.有毒なもの　2.純粋なもの　3.専門的な言葉　4.人工的に造られた物質　
5.自然界に存在する物質　6.その他（　　　　　　　）
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結 果
カタカナで表現され、聞き慣れない難しいものの総称が『化学物質』という言葉で表されると考
えて、『化学物質』という言葉から思い浮かべるものと思い浮かべないものについて尋ねた。順不同
に並んだ 18 個の物の名前から該当するものを 5つ以内で選ばれた結果が図 1である。図の縦軸はそ
の項目の回答者数÷全回答者数× 100（％）で表している。『化学物質』として思い浮かべるものは「農
薬」と「食品添加物」が飛び抜けて多く、438 人中 330 人（75％）と 311 人（71％）が丸印をつけた。
続いて、「防虫剤」221 人（51％）、「工場廃水」212 人（49％）、「車の排気ガス」201 人（45％）、「洗
剤」192 人（44％）、「漂白剤」179 人（41％）、「工場の煙突から煙」172 人（39％）、「繊維（ポリエ
ステル）」147 人（34％）の順であった。回答数が少なかったのは「炭」、「繊維（木綿）」、「食肉」、「酒
類」、「無農薬野菜」であった。
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思い浮かべるものの上位 5つの物質名をグループ別で比較した。図 2も各グループの母数が異な
るので、縦軸はその項目の回答者数の割合で示している。3グループ共に「農薬」が一番多い（70％
台）が、2位以下は挙がっている物質名や順位が異なる。公開講座受講者（グループ A：336 人）で
は 2位は「食品添加物」で 1位の「農薬」とほとんど変わらないが、3位以下は「工場廃水」、「車
の排気ガス」、「防虫剤」が同程度（50％台：182 ～ 170 人）であった。消費生活アドバイザー（グルー
プ B：38 人）では、2位以下は「防虫剤」、「洗剤」、「食品添加物」、「工場廃水」が同程度（53 ～
45％：20 ～ 17 人）の回答数であった。薬学部学生（グループ C：64 人）は 2位以下「食品添加物」
（63％：40 人）、「防虫剤」（48％：31 人）、「医師の処方する薬」（30％：19 人）、「洗剤」（27％：17 人）
となった。薬学部の学生ということで、「医師の処法する薬」が 4位に入っているという特徴が見ら
れた。
少数であるが、「すべての物質」を 26 人が選んでいた。そのうち、16 人は他の項目との複数選択
であり、「すべての物質」だけを選んだのは 438 人中 11 人であった。
2004 年秋に行われたアンケートでは「思い浮かべないもの」についての質問Ⅱが含まれていない
ので、この質問についての回答者総数は 304 人となる。『化学物質』という言葉から思い浮かべない
ものとして「炭」を 304 人中 169 人（56％）、「無農薬野菜」を 162 人（53％）、「繊維（木綿）」を
153 人（50％）、「食肉」を 143 人（44％）、「酒類」を 124 人（41％）が挙げていた（図 1）。「思い浮
かべないもの」についてもグループ別で上位 5物質を比較したのが、図 3である。上位 5物質につ
いては、グループ間の違いは全くなかった。順位については、グループ A（公開講座受講者）が「炭」、
「繊維（木綿）」、「無農薬野菜」の順で 30 ～ 40％であった。グループ B（アドバイザー）では「無
農薬野菜」が 50％を超え、1位であったが、グループ C（薬学部学生）は「食肉」（70％）、「酒類」（52％）
となっている。また、思い浮かべないものの上位 5物質は思い浮かべるものの低回答率の物質とぴっ
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たり一致している。これらの結果から、『化学物質』とは「農薬」、「食品添加物」、「防虫剤」、「洗剤」、
「工場廃水」、「車の排気ガス」、「医師の処方する薬」等であり、多くの人達が『化学物質』ではない
と思っているのは、「炭」、「無農薬野菜」、「繊維（木綿）」、「食肉」、「酒類」などであることがわかっ
た。
『化学物質』としてあげられた物質に共通していることは何なのかを知るために『化学物質』とい
う言葉のイメージについて調べた。全回答者（438 人）のうち 348 人（79％）が「人工的に造られ
た物質」、240 人（55％）が「有毒なもの」というイメージを持っている（図 4）。グループ別に集計
しても同じような結果となった（図 5）。性別で集計すると（図 6）、女性は「人工的に造られたもの」、
「有毒なもの」というイメージに集約されているが、男性は「人工的に造られた物質」は圧倒的に多
いが、「有毒なもの」、「専門的な言葉」、「自然界に存在する物質」と女性より回答が分散しているよ
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うに思われる。年代別でみると、「人工的に造られた物質」というイメージは 30 歳未満（76％）を
除いてどの年代も 90％以上がもっていた（図 7-4）。「有毒なもの」というイメージ（図 7-1）は 30
歳未満（55％）が最も低く、40 歳代が 65％、30 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳代以上で 70％前後
となった。年齢が高くなるほど、「人工的に造られた物質」と「有毒なもの」のイメージに集中して
いる傾向が見られた。「専門的な言葉」（図 7-3）は 60 歳代から上の年代で 30％を超えたが、「純粋
なもの」（図 7-2）、「自然界に存在する物質」（図 7-5）はどの年代も非常に低かった。
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回答者の多くが自由記述欄に考えや不安を書いていて、『化学物質』への関心の高さを示している。
それらの内容を重複もあるが、Ⅰ『化学物質』として思い浮かべるもの、Ⅱ『化学物質』のイメー
ジが「人工的なもの」、Ⅲ『化学物質』のイメージが「有害なもの」、Ⅳ『化学物質』に対する不安、
Ⅴ正確な情報入手を希望するに分類し、主なもの列記した。（原文のまま記載したが、省略は著者に
よる）
Ⅰ思い浮かべるもの
① 化学物質として一番に思い浮かべるものはコンビニ食です。保存料や着色料など人工的なもの
がたくさん含まれており、それらが身体に入り込み、蓄積されることで悪影響を及ぼす。
 （20 歳代男性 2007 年）
② 化学物質というと、おそらく今の世の中には身の回りにあふれるほど氾濫していて、しかしそ
れには気がつかず、または意識していないだけだと思いますけど、この言葉を聴いて一番パッ
と思い浮かぶのは「コンビニ食」に関してです。コンビニで売られているお弁当やお惣菜など
の食品には、様々な化学物質が含まれており、そしてそれは人体に非常に有害なものであると
聞きます。たとえば消費期限をながく保つために「保存料」やきれいに見せるための色づけなど、
そういった人工的なものが沢山含まれており、それらが身体に入り込み蓄積されることで悪影
響を及ぼす。（略） （20 歳代男性 2007 年）
③ アスコルビン酸とか、しそジュースに入れる酸味の強い白い粉（名前は思い出せない）は化学
物質なのでしょうか？無農薬野菜も少しだけ作っているのですが、限界を感じます。木酢液も
使っていますがこれは農薬になるのか？？ （60 歳代女性 2007 年）
④ 「味の素」ですか。それと合成着色料ぐらいしか分かりません。合成着色料は食べ物の中にす
でに入っているので、見たり、さわったり、かいだりしたことが主婦ですので、実感がありま
せん。この化学物質とかいうものを、もっと台所にたった日夜子供のため、家族の成人病のも
つ者の惣菜つくりにはげんでいるものに、こわさ、ガンなどを分からせて、教えてほしい。68
歳の主婦、遅すぎましたが…。 （60 歳代女性 2008 年）
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Ⅱ人工的なもの
①近代工業社会の産物 （60 歳代男性 2004 年）
② 化石資源、その他自然資源から人工的に造り出されたものであるが、近代の文明生活には欠く
べからざるものである。　然し使用方法を誤るとか、浄化作業を怠ると人間にとって有用であっ
たものが有害物質となる。要は人工物質は利用方法如何によるものではないでしょうか。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70 歳代男性 2004 年）
③ 化学物質のイメージは無機質、大量生産品です。工業製品ですから生活に有用なものと認識し
ています。ただし人が利用した後の廃棄物質（負）は有害なものに変質します。化学物質イコー
ル有害は生産者の社会的無責任によるものと考えています。 （70 歳代男性 2007 年）
Ⅲ有害なもの
①毒性に気をつけて使用してほしいです。 （60 歳代男性 2004 年）
② 化学物質というと有害なものというイメージがあり、食品にしても含まれないものが良いとい
うイメージがある。しかし、必要なもの有用なものもあるのではないかとふと思うことがある。
                                              　（50 歳代女性 2004 年）
③ 自然を破壊する物質というイメージが強いです。あと利便性は高いが、人体に悪影響を与える
というイメージもあります。         （20 歳代女性 2004 年）
④人体への影響（遺伝子）　発ガン性　        （50 歳代男性 2004 年）
⑤ 薬品、ビタミン剤などの言葉から化学物質と聞くと有害のイメージがある。汚い、臭いという
化学産業のなかで叫ばれていることで負のイメージがある。 （40 歳代男性 2007 年）
⑥健康被害                 （40 歳代男性 2007 年）
⑦ なんとなく化学物質＝人工的なもの＝有害という図式で判断しています。が、そうばかりでは
ないのでは？？とも思います。天然のものでも有害になるものは有ると思うのですが、具体的
には分かりません。           （50 歳代女性 2007 年）
⑧ 私は文系の人間なのでよく知りませんが、この世の物質は全て化学記号で分析、構成されてい
ると思います。ただ、社会では「化学物質」というと全て「有害」という感じで伝わっている
ように思います。       （70 歳代男性 2007 年）
⑨ 衣・食・住と生活する上での不可欠の「物質」といっても過言ではないでしょう。どれをとっ
ても全く安全なものは少なく、自身で自己防衛策をとらざるを得ないと考えています。
                                                   （60 歳代女性 2007 年）
⑩ 本当のところはどのようなものか、理解しておりません。（略）よりよく生活するのに必要な物
質もあると思いますが、化学物質はヨクナイという考えがすぐに頭に浮かぶのはどうしてでしょ
う。近年のニュースなどで、そのように思うのでしょうか？正しい情報が欲しいです。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60 歳代女性 2007 年）
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⑪ 化学物質ははじめ着目されていても後に思わぬ有害性が見つかるものもあるし、それ単独では
無害でも他の物質と反応して思いもかけない有害なものを生成する物もある。化学物質には両
刃の剣という意識を常に持つ必要がある。 （50 歳代男性 2008 年）
Ⅳ不安
①警戒心ばかりです。本来はそうではないのでしょうが。    （60 歳代男性 2004 年）
② もう生活の一部と言っていいほど私たちの身近に存在するので普段はあまり意識していません
が、心のどこかで体に悪いのでは、と警戒しているように思えます。完全に信用しているわけ
ではないようです。     （20 歳代女性 2004 年）
③今更じたばたしても仕方ないかと思いつつささやかな抵抗はしている。
 （60 歳代男性 2004 年）
④ダイオキシンによる、将来子孫に与える悪影響を憂慮しています。 （70 歳代男性 2004 年）
⑤ 自然環境はじめ人類まで破滅させるこの化学物質が日常茶飯事あらゆるところに使用され本当
に文明の進歩とともに後世子々孫々にまで及ぼすことは本当に心配です。（略）
 　　　　　　　　　　　　　　（60 歳代女性 2007 年）
⑥ （略）上手に共存できるようにと考えています。ただ私たち世代の “ ツケ ” が次世代に悪影響
を残さないようにしていかなければと考えています。 （60 歳代女性 2007 年）
⑦ 人類が進化し生活がどんどん便利になりました。（略）たぶん世界に誇る長寿国である日本も今
の若い人達はそんなに長生き出来ないと思います。 （60 歳代女性 2008 年）
Ⅴ正確な情報入手
①学習するチャンスがあればぜひ取り組みたい。 （50 歳代女性 2004 年）
②本当のところはどのようなものか、理解しておりません。（略）正しい情報が欲しいです。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60 歳代女性 2007 年）
③ 私たちは『化学物質』にとりかこまれて生活している。『化学物質」＝人工的＝有毒（有害）と
考えている多くの人たちはそれらのなかに有用なものが多いことも知っているが、非常に不安
を感じている。有害な化学物質の情報をきちんと知らせて欲しい。 （40 歳代女性 2007 年）
④やさしい手引き書、案内書があればといつも思う。これに関わる講座を開いて欲しい。
 （80 歳代男性 2007 年）
⑤化学物質について勉強したい。　　 （60 歳代男性 2007 年）
⑥ （略）きちんとした科学知識を持っていない状況に置かれているためか、（略）情報疎外者とな
らぬよう、どうすればよいか日ごろより問題意識を磨いておくべきなのだろうとボンヤリ思い
ます。　　　　 （50 歳代男性 2007 年）
⑦正しい情報が欲しい。 （60 歳代女性 2007 年）
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考　　察
カタカナで表現され、聞き慣れない難しそうな名前の物質の総称として『化学物質』という言葉
を選んだが、理化学事典、広辞苑共に化学物質とは「物質という一般用語の中で、特に化学の研究
対象となるようなものを区別する場合の用語。純物質と同じ意味のもの」と説明している。ウィキ
ペディアでは理化学事典、広辞苑の定義をさらに詳しく解説している。化学物質とは、分野や文脈
に応じて様々な意味で用いられる言葉であり、「毒性の有無や、天然物なのか人工物なのか、純物質
なのか混合物なのかは問われない。この定義による化学物質でないものとして、光、熱、音、電磁気、
放射線などの物理学の研究対象を挙げることができる。」と書かれている。
アンケート調査の結果から『化学物質』として思い浮かべるものは「農薬」、「食品添加物」、「防
虫剤」、「洗剤」、「工場廃水」、「車の排気ガス」、「医師の処方する薬」などであった。これらが『化
学物質』であると多くの人達が考えていることがわかった。「食品添加物」、「防虫剤」，「洗剤」は日
常生活で関わりが深く、「農薬」、「工場廃水」、「車の排ガス」は生活環境として関心を持っていたた
めに挙がってきたのであろう。薬のことを学んでいる薬学部の学生が「医師の処方する薬」を挙げ
たのは納得できる。また、多くの人たちは、「炭」、「無農薬野菜」、「繊維（木綿）」、「食肉」、「酒類」
などは『化学物質』でないと考えている。『化学物質』とそうでないものの判断基準は何なのか？　
言葉のイメージ調査から、「人工的に造られた物質」が男女共に、そしてどのグループ共に 1位であっ
た。理化学事典の定義の「特に化学の研究対象になる物質」ということから考えると、妥当な結果
と思われる。2位は「有毒なもの」であった。多くの回答者が『化学物質』とは人工的に合成され
た物質で、人間にとって有毒なものと考えていることがわかった。特に、女性の方が、そして年齢
の高い方が、「人工的に造られた物質」と「有毒なもの」に集中している傾向が見られた。
回答者の多くが自由記述欄に意見や不安を書いていた。『化学物質』への関心の深さを示している。
自由記述Ⅰ（思い浮かべるもの）には化学物質として、食品添加物、合成着色料、保存料、薬品、
ビタミン剤、「味の素」などの具体名が挙げられていた。④「68 歳主婦は化学物質として思い浮か
べるものは「味の素」と合成着色料であり、子供や成人病の家族のために食事を作っているものに
化学物質の怖さを教えて欲しい」と書かれていた。さらに、自由記述Ⅲ（有毒なもの）には「有毒」
という言葉だけでなく、①「毒性」③「自然を破壊する物質」、④「発ガン性」、⑨「安全なものは
少ない」⑩「化学物質はよくない」という言葉が書かれ、『化学物質』＝有毒というイメージや考え
が述べられている。また、自由記述Ⅱ－①～③に書かれているように、化学物質は人工的に合成さ
れたものであって、自由記述Ⅲと合わせると、『化学物質』＝人工的＝有毒の図式がみられる。そし
て、この考え方は自由記述からだけでなく、言葉のイメージ調査結果からも明確になった。『化学物
質』＝人工的＝有毒という図式が成り立つということから、『化学物質』が「有毒なもの」と考える
根拠は人工的に合成された物質だからである。
さらに自由記述Ⅳに①「警戒心ばかり」、②「心のどこかで体に悪いのではと警戒している」、③「今
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更じたばたしても仕方ないかと思いつつささやかな抵抗はしている」⑤「自然環境をはじめ、人類
まで滅亡させるこの化学物質が日常茶飯事あらゆるところに使用され、心配である」など化学物質
に対して大きな不安を感じていることが窺われる。
一方で、「炭」、「無農薬野菜」、「繊維（木綿）」、「食肉」、「酒類」など『化学物質』でないと考え
られているものは、「自然界に存在する物質」（＝天然物）であって、人工的に合成されているもの
ではない。「自然なものだけでは生活できない現代ですが、（化学物質を）できるだけ減らした方が
人間にとって住みやすくなる環境ができると思います」という自由記述から、自然なもの＝「天然物」
は安全だという意識があり、「化学物質」は「天然物」の対極にあるものと考えられている。今回の
調査で多くの人たちは人工的に合成されたものは人間にとって有毒と考えていることが明らかに
なった。
思い浮かべるものとして、「すべての物質」だけを選んだのは 438 人中 11 人あったことを見逃す
ことはできない。理化学事典の定義、ウィキペディアの解説を基にすると自然に存在するすべての
物質となるので、「すべての物質」のみを選択した人は自然科学系の知識を持っていると思われる。
さらに、ウィキペディアの解説では、化学物質とは人工物か天然物か、有毒か無毒かは問わないとなっ
ている。著者らもそのように考えているので、『化学物質』を「有毒なもの」と考えることは正確で
はないと思われる。しかし、この 11 人のイメージの項目の回答を見ると 4人が「有毒なもの」、「人
工的に造られた物質」などを選んでおり、『化学物質』を特別なもののイメージを持っているようで
ある。化学の知識があるグループとして選んだグループⅢ（薬学部学生）でも「有毒なもの」とい
うイメージが 2位であった。また、「すべての物質」の回答者の自由記述を見ると『化学物質』には
有毒なものが多いことや『化学物質』に対する不安が書かれている。知識はあってもイメージとし
ては有毒のイメージが強いことがわかった。
私たちは『化学物質』に取り囲まれて生活している。『化学物質」＝人工的＝有毒と考えている多
くの人たちはそれらのなかに有用なものが多いことも知っているが、非常に不安を感じている。自
由記述Ⅴの①「学習するチャンスがあれば取り組みたい」、②⑦「正しい情報が欲しい」、④「やさ
しい手引き書、案内書があればと思う。これに関わる講座を開いて欲しい」、⑤「化学物質について
勉強したい」、⑥「情報疎外者とならないように、日頃から問題意識を磨いておくべきである」など
の記載から、正しい知識や正確な情報を真剣に求めていることが窺えた。
日常生活で得られた情報は最初に得られたものが最も強く頭に残り刷り込まれる。そして、その
情報を基に判断し、日々の生活行動をする。従って、どこからどのような情報を得るかということ
は非常に重要である。特に現在の日本では、野菜の残留農薬基準の違反（4）を始めとして、食品の
偽装表示（5）、中国製加工食品による急性食中毒事件（6）などが頻発し、報道されている。また、
長寿社会を反映して健康や食べ物についての関心は非常に高い。だからこそ、種々のメディアが多
様な情報を出している。2009 年 12 月に実施された（財）日本消費者協会の消費者力検定に「化学
物質のリスクコミュニケーションについて」の問題（7）が出題されていたことからも、消費者すべ
－ 56 －
てが化学物質についての正しい知識をもつ必要性を感じ始めていると思われる。
日々メディアから大量に発信される情報と、それを得る手段が複雑に交錯している現在の社会に
おいて、新しい科学的知識をどこから得ているのかということは、消費者の知識や考え方を決定づ
ける要因となり得る。今回取り上げなかったが、すでに回答を得ている化学物質と天然物質の有害
性との関連や、どのように情報を得ているかなどについて、今後も分析と検討を続けていく予定で
ある。
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（1）1998 年より西宮市消費生活専門家会議が主催し、2001 年より内閣府が主催している出前講座
（2）点検商法：公的機関名や無料点検を口実に販売勧誘する商法
（3）消費生活アドバイザー：経済産業大臣認定資格
　　 調査は、近畿在住の有資格者で構成する任意団体「消費生活アドバイザーネットワーク」例会
で行った。　　　　　　　　　
（4）2002 年春に起きた中国産冷凍ほうれん草の残留農薬問題など
（5）2004 年に起こった賞味期限切れ、牛肉や鶏肉の産地偽装など
（6）2008 年 1 月中国製ギョウザから高濃度の殺虫剤（メタミドホス）が検出された。
（7） 【39】化学物質のリスクコミュニケーションについて述べた文のうち、正しいものはいくつある
か選びなさい。
　　（ア）化学物質の環境リスクは低減することは望ましいが、必ずしもゼロにはできない。
　　（イ）うまくリスクと付き合っていくことが重要である。
　　（ウ）天然物は安全だが、化学物質は危険である。
　　（エ）新聞やテレビに出てくる専門家や研究者の言うことがいつも正しいとは限らない。
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